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再開発施行者　東京都メッセージ

大会のレガシーを引き継ぐまちづくり

特定建築者代表　三井不動産レジデンシャル株式会社

コミュニティーが息づき、育まれる街へ

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１２月２２日　（月曜日）

完成
　東京都が施行する晴海五丁目西地区第一種市街地再開発事業で建設した超高層
階建て戸のツインタワー分譲住宅「HARUMI FLAG SKY DUO」が完成
した。三井不動産レジデンシャルを代表企業に社で構成する特定建築者が、東
京オリンピック・パラリンピック選手村跡を含む約の広大な土地に
戸の分譲住宅・賃貸住宅、商業施設の計棟などを建設する「HARUMI FLAG」
エリアで最後のプロジェクトとなる。２棟のうち、SUN VILLAGE第二工区の
設計を三菱地所設計と前田建設、施工を前田建設が担当。PARK VILLAGE第
二工区の設計を日建設計と三井住友建設、施工を三井住友建設が担当した。

　（写真提供三井不動産レジデンシャル）

　東京の臨海部に位置する晴海五丁目西地区は、東京大
会の選手村として使用した後に宿泊棟の改修やタワー棟の整
備を行い、晴海フラッグとして新たなまちに生まれ変わりま
した。この度、タワー棟の竣工により整備予定の建物が全て
完成となりました。選手村の整備と大会後のレガシーとなる
まちづくりを行ってきた晴海五丁目西地区第一種市街地再開
発事業は、年度末に完了の予定です。
　当地区は「多様な人々が交流し、快適に暮らせるまちに」、
「水と緑に親しみ、憩いと安らぎが感じられるまちに」、
「新技術の活用により環境に配慮し持続可能性を備えたまち
に」をコンセプトにまちづくりを行ってまいりました。
　コンセプトに基づき、当地区の分譲住宅は、子育てファミ
リー層向けを中心とし、賃貸住宅は一般賃貸のほか、シェア
ハウス、サービス付高齢者向け住宅など、幅広いバリエーシ
ョンの住戸を整備し、子育て支援施設やコミュニティー施設
なども整備いたしました。また、海が前面に開かれ、緑につ
つまれ、都市と自然が調和した空間の実現に向け、魅力的な
オープンスペースや海を臨む緑地を整備しました。加えて、
大会時に使用した水素エネルギーを導入し、実用段階では国
内初となるパイプラインによる街区への水素供給を実現する
など、環境先進都市のモデルとしてのまちづくりも進めてま
いりました。
　既に、このまちは約１万人もの住民が暮らしており、
地区のイベントに多くの人々が集まり、ファミリー層を中心
に多様な世代が交流し、子供たちの声があふれる非常に活気
のあるまちになっています。今後、タワー棟への入居が進み、
さらに多くの住民の交流が生まれることが見込まれ、まちの
活性化が期待されます。
　東京大会のレガシーを引き継ぐ晴海五丁目西地区のま
ちづくりを、活力とゆとりのある高度成熟都市、東京の未来
に引き継いでいきます。

　HARUMI FLAGの街づくりは、国家プロジェクトである
東京大会に参加するアスリートの選手村としての機能、
大会後にレガシーとして残る新築住宅としての機能という異
なる二つを両立させることが求められる事業です。前代未聞
の事業であることに鑑み、第一線で活躍してきた各社の英知
を結集させて取り組んでまいりました。
　今回完成したHARUMI FLAG SKY DUO（SUN VILLAG
E Ｔ棟、PARK VILLAGE Ｔ棟）は、２棟で一対となる総
戸数戸の地上階建て免制震タワーです。湾岸エリア突
端部で三方向を海に囲まれた立地であり、圧倒的な眺望を楽
しめるのが一番の魅力です。各棟の階にSKY LOUNGEを
設けており、分譲街区にお住まいの全ての方に、眺望を味わ
っていただくことができます。両棟の中庭は、駐車場を地下
に集約することで生まれた開放的な空間を形成しています。
プライベート性も意識され、落ち着いた時間を過ごすことが
できます。
　超高層棟完成で街の最後のピースがはまり、HARUMI FL
AG全体が完成を迎えます。特定建築者として選定されてか
ら実に９年の長い年月をかけて推進してきた事業の完遂で
す。先行した板状棟での生活が根付きつつある街に、超高層
棟の住民が加わり、さらにコミュニティーが加速すると思い
ます。これからもお住まいになる人々にとって永く愛される
街になることを願っています。

HARUMI FLAG SKY DUO
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■工事名称：（仮称）晴海五丁目西地区第一種市街地再開
発事業５―５街区タワー棟新築工事

■工事場所：東京都中央区晴海５－
■事　業　者：三井不動産レジデンシャル株式会社（代表幹

事）、三菱地所レジデンス株式会社（５―５
街区幹事）ほか８社

■設計監理：三菱地所設計・前田建設工業設計共同企業体
■施　工　者：前田建設工業株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造
■階　　数：地下１階地上階塔屋１階
■戸　　数：戸
■工　　期：年１月４日～年８月日

BOOK CORNER

KODOMO PLAZA

エントランスホール

豊富な植栽の住環境を形成
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
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　当社は、５－５街区に建つ７棟の集合住宅の設計監理を

担当しました。隣棟同士が手を取り合うように連続するデ

ザインのリレーを展開し、街区全体のランドスケープコン

セプト「島風」のもと、東京湾岸エリアに新たな景観を創

出しました。豊富な植栽とともに成熟した住環境を形成す

る本街区に新たに加わった「SUN VILLAGE」は、生ま

れ変わったふ頭の象徴として、都市生活のにぎわいのラン

ドマークを目指しています。

　共用部では《大地》をテーマに空間を展開。スパをイメー

ジした階のゲストルームや都心部を一望するバーラウン

ジは、デイユースのパーティー利用など多様なライフスタ

イルに応えます。低層階には交流空間を備えたキッズス

ペースを設け、親同士・住民同士の新たなコミュニティー

形成を促進。さらに、地域貢献施設として会議室等も整備

しました。

　「HARUMI FLAG」最大の住戸数を擁する本棟では、

一般的に住戸側に配されるＰＳ（パイプスペース）をコア

側に設け、メンテナンス性を高めつつ住戸レイアウトの自

由度を確保。共用部の換気には地中熱を用いています。制振

と免振の複合的採用で高い安全性能を実現するとともに、

全住戸に導入したエネファームで発電・給電を実施、停電

時には蓄電した電力利用を可能としています。快適・安心

な生活の場づくり、高度な空間効率性、環境配慮の三立を

図りました。

　株式会社三菱地所設計建築設計二部

　ユニットリーダー　名倉良起

　アーキテクト　本田恵美

設計／株式会社三菱地所設計、前田建設工業株式会社
施工／前田建設工業株式会社

SUN VILLAGE　第二工区 高
層
階
か
ら
都
心
部
を
一
望
で
き
る
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PARK VILLAGE 第二工区
設計／株式会社日建設計、三井住友建設株式会社
施工／三井住友建設株式会社

エントランス

■工事名称：（仮称）晴海五丁目西地区第一種市街地再開
発事業５－６街区タワー棟新築工事

■工事場所：東京都中央区晴海５－
■事　業　者：三井不動産レジデンシャル株式会社（代表幹

事）、住友不動産（５―６街区幹事）ほか８
社

■設計監理：株式会社日建設計、三井住友建設株式会社
■施　工　者：三井住友建設株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造
■階　　数：地下１階地上階
■戸　　数：戸
■工　　期：年１月４日～年８月日

湾
岸
エ
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ア
を
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む

ゲストルーム

PARTY ROOM

SUNNY LOUNGE
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
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し
た
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２
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１
５
年
に
晴
海
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に
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ん
だ
時
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だ
更
地
だ

た
場
所
に
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五
輪
を
経
て
一

つ
の
街
が
完
成
し
ま
し
た

施
工
に
携
わ

た

一
人
と
し
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す

協

力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す


　
三
井
住
友
建
設
株
式
会
社
東
京
建
築
支
店

　
︵
仮
称
︶
晴
海
五
丁
目
西
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
５

６
街
区
タ
ワ

棟
新
築

工
事

作
業
所
長
　
高
橋
健
司

高
ス
ペ

ク
の
環
境
先
進
住
宅
を
実
現


東
京
最
前
線
の
圧
倒
的
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
が


日
常
を
特
別
へ

　「HARUMI FLAG SKY DUO」は、湾岸エリア突
端に誕生するタワーレジデンスであり、レインボー
ブリッジや東京タワー、東京スカイツリー、富士山
までを望むことができる〝東京最前列〟をコンセプ
トとしています。
　外観は、遠景からはシンプルで力強いデザインと
しながら、近景で見上げるとバルコニーの先端が波
のようにゆらめき、繊細さを表現。デザインテーマ
を「海原」とし、ゆったりとした曲線と伸びやかな
直線を調和させています。
　共用空間も充実しており、エントランスは約８ｍ
の天井高を持つ二層吹き抜けで、内廊下設計ととも
に高級感を演出。車寄せを備えるなど利便性にも配
慮しました。また階にはスカイラウンジを設け、
東京湾を望む圧倒的な眺望を享受することができま
す。
　住戸は平均㎡、天井高約．ｍの開放的な空間
を確保し、広い廊下やフルフラット設計による快適
性を追求。全住戸に蓄電池とエネファームを導入し、
最上階プレミアム住戸には全館空調を採用するな
ど、先進性と環境性能を兼ね備えています。
　東京オリンピック後に着工した「HARUMI FLA
G SKY DUO」が竣工し、東京の新たなシンボルと
して「HARUMI FLAG」が完成しました。
　株式会社日建設計
　ハウジングシステムグループ

　設計部長　佐藤悠


